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研究成果の概要（和文）： 
全労働生産性という指標を使用して日中韓の生産水準と成長率を計測し、以下の結果を得

た。中国の最近数十年の生産性上昇率は日本や韓国の高度成長期のそれらと比較しても遜色な
いものである。しかし、現在の生産性レベルは日本や韓国と比べて未だ低く、その差は大きい。
韓国の生産性は上昇しており、2005 年段階でも、商業・宿泊業・飲食業や農業など日本の生産
性を上回る生産性を持つ産業もあるが、この段階では、全産業平均では日本の方がまだかなり
高い。 

 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 I have measured productivity level and productivity growth of Japan, China and South 
Korea by using total labor productivity and have gotten following results.  The 
productivity growths of China for recent several decades have been by no means inferior 
to those of Japan and South Korea in the high growth periods. But its productivity level 
in present time is much lower than those of Japan and South Korea and the gaps are large. 
The productivities of South Korean industries have been growing. In 2005、productivities 
of South Korean several industries, for example wholesale and retail trades, hotels and 
agriculture are higher than those of Japanese one, but in average of all industries, 
Japanese productivity is higher than South Korean productivity.  
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１． 研究開始当初の背景 

 
 1990 年にバブルがはじけて以来日本の経
済成長と生産性上昇は長らく低迷している
と当時から言われていた。中国に関しては、
経済成長はしているものの、生産性上昇して
いないという有力な見解があった。韓国に関
しては生産性を上昇させている産業もある
が、全体としてどうなのか、全経済の生産性
を産業別に分析した研究が乏しいという状
況であった。そのような中で中国や韓国の産
業別生産性の水準と上昇率を日本と比較し
つつ研究することが求められていた。 
 
２． 研究の目的 

 
 最近数十年の中国と韓国の産業別生産性
上昇率を計測し、日本の高度成長期や現在の
それと比較する。また現在の中国と韓国の産
業別生産性の水準を計測し、日本のそれと比
較する。以上と関係させつつ生産性計測の基
礎理論を発展させる。 
 
３． 研究の方法 

 
全労働生産性という生産性指標で産業別

生産性成長率の計測と産業別生産性水準の
国際比較を行なった。各国産業連関表を同一
形式に加工し、主要データとして使用した。
また各国産業連関表を同一通貨単位、同一物
価水準に統一するため、独自の産業別購買力
平価を推計し、コンバーターとして利用した。 
 
４． 研究成果 

 
 以下の計測結果を得た。 
 中国の最近数十年の生産性上昇率は、表①
と表②、表③を比較すれば明瞭なように、日
本や韓国の高度成長期のそれらと比較して
も遜色ないものであることが示された。しか
し、表④と表⑤から、現在の生産性レベルは
日本やアメリカと比べて未だ低く、その差は
かなり大きいこともわかる。 
 韓国の生産性は上昇しており（表②参照）、
2005 年段階でも、商業・宿泊業・飲食業や農
業など日本の生産性を上回る生産性を持つ
産業がかなりある（表④、表⑤参照）ことが
示された。 
 表⑤を表④と比較すると、韓国に関して、
当該産業生産性（原材料供給部門や固定資本
供給部門の生産性の相違を捨象した当該産
業のみの生産性）では日本より高くても、産
品別生産性（原材料供給部門や固定資本供給
部門の生産性の相違も組み込みそれも反映
した生産性）では日本より低い産業もかなり
の数あることがわかる。これは産業ごとに見

ると高い技術を使用していても、そこへ原材
料や機械設備を供給する部門の生産性が低
く、その産品に関連する生産過程全体では必
ずしも高くない場合があるということであ
る。 
 また、この日中韓に関する実証的研究の中
で、全労働生産性という生産性指標が、現在
多くの研究者によって採用されている全要
素生産性という生産性指標と比較しても決
して劣らない、優れた生産性指標であること
が示されたと考える。 
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